
紹
　
　
介

坂
野
正
高
・
田
中
正
俊
・
衛
藤
藩
吉
日

『
近
代
中
国
研
究
入
門
』

　
本
書
は
、
中
国
近
・
境
代
史
研
究
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
諸
氏
が
、
各
自
の
専
門
分

野
を
綴
性
的
に
担
当
さ
れ
た
入
門
書
で
あ
る
。
序

文
に
続
く
内
容
と
そ
の
担
嶺
者
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　
工
　
研
究
の
た
め
の
工
具
類
（
市
古
宙
三
氏
）
、

亙
文
学
と
文
章
（
前
野
直
彬
氏
）
、
運
社
会
経

済
史
一
論
文
の
出
来
る
ま
で
・
一
つ
の
実
験

（
田
中
正
俊
氏
）
、
　
W
　
政
治
外
交
史
1
一
清
末

の
根
本
資
料
を
中
心
と
し
て
（
坂
野
正
高
氏
）
、

V
　
政
治
外
交
史
1
…
辛
亥
革
命
以
後
（
衛
藤
藩

吉
茂
）
、
班
　
清
朝
の
法
制
（
滋
賀
秀
三
氏
）
、

皿
　
現
代
の
中
国
法
（
浅
井
敦
氏
）
、
　
服
　
現
代

の
中
国
経
済
（
石
川
滋
氏
）
、
座
談
会
：
甲
乙
研
究

の
回
顧
と
展
望
。

　
与
え
ら
れ
た
紙
器
も
少
な
い
の
で
、
以
下
順
を

お
っ
て
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

　
工
で
は
、
研
究
に
不
可
欠
な
工
具
類
（
文
献
屠

録
、
蔵
書
翻
録
、
辞
血
ハ
な
ど
）
に
つ
い
て
の
親
切

な
説
関
が
さ
れ
て
い
る
。
市
古
氏
は
「
近
代
中
国

研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報
」
等
で
既
に
こ
の
種
の
も
の

を
発
表
さ
れ
て
お
り
、
工
は
そ
れ
ら
の
集
大
成
と

も
い
え
よ
う
。
単
に
近
代
中
国
史
を
専
攻
す
る
も

の
に
限
ら
ず
、
広
く
中
国
史
専
攻
者
に
と
っ
て
も

甚
だ
便
利
で
あ
る
。

　
正
で
前
野
属
は
中
国
文
学
史
の
中
に
清
宋
を
位

置
づ
け
、
詩
∵
文
・
小
説
の
読
み
方
を
解
説
さ
れ

て
い
る
。
中
国
文
学
史
の
大
き
な
流
れ
に
も
触
れ

て
お
り
、
ま
た
、
上
奏
文
な
ど
で
は
知
り
得
な
い

官
僚
の
心
情
が
詩
に
吐
露
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
な

ど
、
歴
史
研
究
に
お
け
る
文
学
の
役
割
に
つ
い
て

も
随
処
で
興
味
深
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
皿
で
田
中
氏
は
「
下
関
条
約
第
六
条
第
三
項
第

四
の
歴
史
的
意
義
」
に
つ
い
て
歴
史
叙
述
を
す
る

と
い
う
問
題
設
定
の
下
に
、
氏
な
り
に
研
究
方
法

を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
学
説
史
整
理
・
篇
別
構
成

な
ど
、
か
な
り
具
体
的
に
研
究
方
法
を
述
べ
、
ま

た
、
社
会
経
済
史
の
重
要
な
資
料
文
献
で
あ
る
地

方
志
の
説
明
に
も
説
き
及
ん
で
お
ら
れ
る
。

　
W
・
V
は
中
国
近
・
現
代
の
政
治
外
交
史
の
入

門
手
引
で
あ
る
。
W
で
坂
野
琉
は
清
末
外
交
史
の

根
本
資
料
…
一
例
え
ば
、
英
国
の
『
ブ
ル
ー
ブ
ッ

ク
』
、
清
朝
の
『
簿
辮
夷
務
始
末
』
一
に
つ
い
て

詳
細
に
解
説
さ
れ
て
お
り
、
外
交
史
専
攻
者
の
必

見
に
値
す
る
。
V
で
衛
藤
氏
は
、
そ
の
時
代
を
知

る
に
は
下
手
な
論
文
よ
り
も
小
説
の
方
が
よ
い
と

主
張
さ
れ
て
若
干
の
小
説
類
の
紹
介
か
ら
説
き
起

こ
し
、
つ
い
で
研
究
対
象
へ
の
ア
プ
冒
ー
チ
の
仕

方
に
触
れ
、
最
後
に
、
基
本
的
な
文
献
を
研
究
対

象
洌
・
時
代
順
に
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

　
皿
で
滋
賀
氏
は
『
大
清
律
例
』
に
つ
い
て
、
中

国
に
お
け
る
『
律
』
の
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

懇
切
丁
寧
に
簸
川
説
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
毒
血
↑

則
例
・
省
例
等
に
も
触
れ
、
研
究
文
献
も
挙
げ
て

お
ら
れ
る
。

　
皿
・
田
は
現
代
中
購
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

浅
井
氏
は
法
制
を
、
石
川
氏
は
経
済
を
解
説
さ
れ

て
い
る
が
、
両
氏
と
も
現
代
中
里
研
究
の
園
難
な

情
況
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
氏
な
り
の
研
究
方
法

を
提
示
さ
れ
、
最
近
の
研
究
動
向
を
も
述
べ
て
お

ら
れ
る
。

　
以
上
、
簡
単
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
現

在
、
近
代
中
国
史
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
情
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介紹

況
の
中
で
、
本
書
が
罎
版
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
誰
も
が
待
望
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
む
し

ろ
今
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
の
方
が
不
思
議
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
か
る
仕
事
は
長
年
に
わ
た
る
研
鐵
が

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

後
学
は
、
本
書
の
出
現
を
便
な
り
と
喜
ぶ
と
同
時

に
、
本
書
に
嵜
り
掛
か
っ
て
安
易
な
近
道
に
堕
す

る
陥
罪
を
も
自
戒
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
巻
末
に
附
さ
れ
た
座
談
会
は
、
撫
当
者

各
位
が
本
書
作
成
に
際
し
て
懐
か
れ
た
感
慨
を
読

む
者
に
伝
え
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
近
・
現
代
中

国
に
関
す
る
研
究
史
と
課
題
に
も
言
及
さ
れ
て
お

り
、
必
ず
併
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。

　
（
B
6
判
　
本
文
四
四
二
頁
、
一
九
七
四
年
四
月
　
東

　
山
尽
大
学
出
版
ム
試
　
一
、
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
井
上
裕
正
・
京
都
大
学
大
学
院
生
）

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
掌
以
内
の
「
要
約
」
と
、

　
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
研
究
ノ
ー

　
　
ト
に
は
両
方
と
も
不
要
）

　
　
註
は
原
則
と
し
て
各
藩
末
に
入
れ
る
こ
と

　
○
学
界
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
送
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
　
由
尽
都
市
左
｛
思
予
土
用
田
本
町
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
在
庫
分
に
変
動

が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
在
陣
分
は
次
の
通
り
で
す
。

お
申
込
は
必
ず
前
金
に
て
郵
送
の
場
合
は
送
料

（
各
騰
三
〇
円
）

三
八
巻
四
号

四
〇
巻
五
・
六
号

四
三
巻
二
～
六
口
写

四
五
巻
二
号

四
七
串
智
一
～
六
号

四
九
巻
二
～
六
号

五
一
巻
一
～
六
号

五
一
二
巻
一
～
六
号

五
五
巻
一
～
六
号

五
七
巻
一
～
六
号 を

添
え
て
下
さ
い
。

　
　
　
三
九
巻
六
号

四
二
巻
四
・
五
号

四
四
【
巻
一
　
・
穴
口
写

四
六
巻
五
号

四
八
巻
四
・
五
号

五
〇
巻
　
・
四
号

五
二
巻
一
～
六
口
写

五
四
巻
一
～
六
四
写

五
六
巻
一
～
六
口
万

頒
価
は
五
五
巻
二
号
ま
で
は
三
五
〇
円
、
五
五
巻

三
号
～
五
六
巻
六
号
は
四
五
〇
円
、
五
七
巻
一
号

以
降
は
六
〇
〇
円
で
す
。

一
九
七
四
年
一
〇
月
二
五
臼
印
刷

一
九
七
四
年
一
一
月
　
｛
日
発
行

日
発
行
人

印
刷
所

定
価
穴
O
O
円

中鐸遜林

ll麺　1

会町　五
樋晃馨会
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